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1は じ め に

近年,水稲の省力低コスト化を図るための一方策とし

て,ほ場の大区画化が進められている。秋田県における

lha以上の大区画ほ場は2005年現在18,060haで ,要整備

水田面積の15%,累計整備面積の21%に達し,年々その

面積も増加している。一方,基盤整備当初の大区画ほ場

では,土壌の移動等に伴い,土壌基盤の条件が不均一に

なりやすい。そのため,土壌窒素の発現量に大きなムラ

が発生する場面が見られ,過繁茂による倒伏や窒素不足

による収量低下など,水稲の生育は非常に不安定になり

やすい。このことから,東北農業研究第54号 において「大

区画整備初年目ほ場の土壊基盤条件が,水稲の生育・収

量ムラに及ぼす影響Jについて,第55号では「大区画整

備初年目ほ場における土壊の無機化窒素量が水稲の窒素

吸収に及ぼす影響Jについて報告した。

本報では,基盤整備後の大区画水田ほ場において,基

肥および追肥の可変施用が水稲の生育・収量ムラにおよ

ぼす影響を検討したので報告する。

2試 験 方 法

0)場内試験

1)試験年次 :2002～ 2004年

2)試験場所 :秋田農試水田ほ場

3)ほ場条件 :lha(50× 200m),細粒グライ土

4)基盤整備後3～5年 目

(2)現地試験

1)試験年次 :2005年

2)試験場所 :秋田市雄和現地ほ場

3)ほ場条件 :0 5ha(31× 154m)× 3筆,細粒強グライ土

4)基盤整備後2年 目

(3)供試作物 :水稲 (中苗移植,あきたこまち)

(4)試験区の構成 :可変施肥区,均一施肥区

(5)施肥方法 :土壌調査および生育・収量情報から作成

した施肥マップをもとに,(独 )農業・食品産業技術総合

研究機構生物系特定産業技術研究支援センターで開発中

の可変施肥田植機による側条施肥および水田管理ビーク

ルによる追肥を実施した。

3 試験結果及び考察

(1)場内試験

基盤整備後3年 目では,均一施肥に比較して可変施肥

の生育・収量の標準偏差が小さく,ほ場内の生育および

収量ムラの軽減が図られた。また,基盤整備後3～ 4年 目

までは可変施肥により施肥窒素量を1割程度肖1減 しても

均一施肥と同等の収量が得られた。一方,基盤整備後5

年目になると可変施肥による生育・収量均一化の効果が

認められなくなり,施肥窒素量の肖1減により収量はやや

低下した (表 1図 1)。

均一施肥において,基盤整備後1～ 3年 目は収量の年次

変動が大きく,各年次の玄米重の変動係数も7%前後で

推移した。一方,基盤整備後3年目以降は収量の年次変

動が少なく,4年 目の変動係数は43%,5年 目の変動係
数は30%に低下し,基盤整備後の年数が経過するに従
ってほ場内の生育 。収量ムラは小さくなった (図 2)。

(2)現地試験

農業試験場内の大区画ほ場では可変施肥の効果が得ら

れなくなったことから,2005年からは基盤整備後2年 目

の現地試験ほ場を供試して試験を実施した。

平均玄米重は,可変施肥・均一施肥とも57t/haであ

ったが,変動係数は均一施肥の91%に対し,可変施肥
で60%に低下した。また,均一施肥に比較した可変施
肥のぶ当たり粒数の変動係数は129%か ら90%に低下
し,玄米タンパク質含有率の変動係数も49%か ら35%
に低下した (表 2)。

玄米タンパク質含有率は玄米重の増加に伴つて高くな

る傾向を示したが,均一施肥に比較した可変施肥の収量

および玄米タンパク質含有率は,平均値±5%の範囲に

収東する傾向が認められた。また,収量が多く玄米タン

パク質含有率の高い地点は,均一施肥の30%に対して可

変施肥では10%に低下した (図 34)。

4 ま と め

基盤整備後の生育 。収量変動の大きい大区画ほ場にお

いて,地カムラおよび生育ムラに対応した可変施肥を実

施することにより,生育 。収量・品質ムラの軽減効果が

得られた。
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表 1 均―および可変施肥窒素施用量 (2002～ 2005年 )
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試験年次

2002年  農試 3年 目

2003年  農試 4年目

2∞4年  農試 5年目

2005年  現地  2年目 638    633    100%

注1)可変区下段の( )内は変量範囲  注2)2004年の合計施肥量には減数分裂期追肥‖―:6kg/ha(均―施肥)を含む
注3)追肥は2003年・2004年は幼穂形成期頃,2006年は滅数分裂期頃に実施
注4)基肥にはリン酸・カリを窒素と同程度を含む
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図 1 基盤整備後年数と可変施肥が生青及び収量に及ぼす影響
(2002～2004年 )

注1)診断値は草丈X茎数X葉緑素計値X10・ 注2)エラーバーは標準偏差

1年目2年 目3年目4年目5年目

基盤整備後年数

図 2 基盤整備後年数と玄米重の推移
(2000年 ～2004年)

注1)基肥・追肥とも均―施用

3年 目 4年目 5年 目
基盤整備後年数

3年目 4年目 5年目
基盤整備後年数

項 目 試験区
全重 精籾重 玄米重 屑米重 耐粒数 二′′

歩合  千粒重 品質
1-9

費含有率
%

21

25
213

247

■①高収量
高タンパク

ロ②低収量
高タンパク

ロ③低収量
低タンパク

ロ④高収量
低タンパク

ロ⑤平均±
5%以内

可変施肥  均―施肥

図4 基盤整備後 2年目ほ場における玄米重と
玄米タンパク質含有率の評価位置比率

(2005年 )
注1)日 3に示した①～⑤に位置する地点の比率

平均値

変動係数
均―

ンパク質含有率は鯛日1 9mmlこょり選別して調査し 水分 1

注2)玄米タンパク質含有率はケルダール法による玄米窒素含有率にタンパク係数595を乗じて算出した

40                 57                 74
玄米重 (t/ha)

図3 基盤整備後 2年目ほ場における玄米重と玄米タンパク
質含有率の関係 (2005年)

注1)調査方法は表2と同じ
注2)図中の目盛り線は平均値,中央部罫線は平均値±6%の範囲
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表 2 基盤整備後 2年目ほ場における可変施肥が水稲の収量品質等におよばす影響 (2005年)

△

-14-


